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<コメント>

狭い筑波ですが、それほど順位を落とすことなく9位で一周目を通過。
上位グループの転倒もありましたが、30周を無事走りきり6位でチェッカーを受けました。

決勝レースがスタート！！しかし気合が入りすぎたのかフロントが浮いてしまい、出遅れました。

何とか結果を残して勢いをつけて8耐に向かって行きたいものです。

筑波ラウンドが始まりました。

レートを上げていけば解決する方向です。

一日目は57秒くらい。二日目は大きく振って突き戻し、車高を上げてシーズンオフテストの状態に近いところで走りました。

筑波のようなコーナーのRが小さいコースでは、ホイールベースの長さも旋回性に影響します。

結局、ピボットは2ｍｍ下げてバネレートは硬いほうで決勝を戦うことに。

さて予選です。残念ながら目標のタイムには届かず8番手グリッド。

畑中　健太郎

次は鈴鹿8耐です。より良い結果報告が出来ればと思っています。

全日本選手権JSBクラスはこれが前半戦最後のレースです。これが終わると8耐に向けてテストの日々が始まります。

皆様お待たせしました。

レーシングサプライ

運動性能がでましたがリヤの中途半端なストロークのところでは動きが出てしまいます。

なので、レーウィーク初日はチェーンリンクを1リンク詰めてスタート。

応援していただいた皆様有難うございました。

さて鈴鹿が終わりマシンの仕様は、リヤバネレートを下げて事前テストへ。

旋回性は出ましたが進入でリヤにトラクションが掛けにくいので、元に戻すことに。

セッション中にワンランク硬いバネレートに変更し、コメントを聞いて決勝の仕様を決めます。
前日のミーティングでピポッド位置を下げて朝フリーに臨むことにしましたが、決勝に向けてリヤバネレートの選択をしなければなりません。
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車高
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パーツ名

自由長

イニシャル
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自由長

エンジン
エンジンＯＩＬスパークプラグ

ファイナルレシオ 15 46（3.066）
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STD＋25mm　ピボット-2mm　スイング長602.5mm

ガソリン

チェック

順位 ベストラップ

水温 油温

走行距離
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